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業績予想との差異に関するお知らせ 
 
平成 23 年 11 月７日に公表いたしました「平成 23 年９月期 決算短信」における平成 24 年９月期第２

四半期累計期間（平成 23 年 10 月１日～平成 24 年３月 31 日）の連結業績予想および個別業績予想との差

異について、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 連結業績予想との差異（平成 23 年 10 月１日～平成 24 年３月 31 日） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

7,459 

百万円

642

百万円

655

百万円 

337 

円  銭

150.58
今回修正（Ｂ） 7,599 743 766 361 161.29
増減額（Ｂ－Ａ） +139 +100 +111 +24 － 

増 減 率 +1.9％ +15.7％ +17.0％ +7.1％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23 年９月期第２四半期） 

5,817 231 255 106 47.45

 
2. 個別業績予想との差異（平成 23 年 10 月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3.  差異の理由 

平成 24 年９月期第２四半期連結累計期間における業績は、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利

益、いずれも計画を上回る結果となりました。 
主力のマーケティング事業においては、計画外物件や追加物件等の受注増加、および平成 23 年１月に

子会社化した丸星株式会社の影響により、カスタマーサポート・マーケティングの売上高が大きく増加

したこと、また、インターナル・マーケティング、エクスターナル・マーケティングの各分野における

自動車の商品教育案件や商品訴求映像制作案件が増加したことにより、売上高は計画を上回りました。 
一方、利益面につきましては、従来から得意分野であるカスタマーサポート・マーケティング、トータ

ルプリンティングでの売上高の増加が大きかったことが、当初予想を上回った主な要因と考えられます。 
なお、平成 24 年９月期通期の業績予想につきましては、平成 23 年 11 月７日公表の予想からの変更は

ございません。 
 

以 上  

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円 

5,191 

百万円

551

百万円

303

円  銭 

135.18 
今回修正（Ｂ） 5,467 758 397 177.19 
増減額（Ｂ－Ａ） +275 +207 +94 － 

増 減 率 +5.3％ +37.6％ +31.1％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 23 年９月期第２四半期） 

4,640 300 162 72.38 


